
家畜のへい死

畜産への被害

乳量の低下

食欲不振

繁殖能力の低下

暑熱被害を防ぐためには、事前の が重要です

寒冷紗やよしずによる日除け、屋根裏・壁・床への断熱材の設置及び

屋根への消石灰の塗布等を行うことが重要です。

家畜が暑さを感じる温度

約26℃

約22℃

（令和元年８月 生産局畜産部）

約19℃

引用：「やさしい畜産技術の話」より

細霧装置 石灰散布 換気扇


